
中国西南民族史

2.秦漢時代の西南民族
（BC 3c～AD 3c）



『史記』西南夷列伝

司馬遷：若い頃全国を歴遊
足跡は四川南部に及ぶ

→『史記』の「西南夷列伝」
＝西南民族に関するはじめての詳細な記載



『史記』による西南民族の概要①

夜郎：貴州西部・雲南東部に居住 →「百越」系？

（てん）：雲南中部・池地区が中心

都（きょうと）：四川南部（東南部） →「羌」系

→「此皆魋結，耕田，有邑聚。」
（＝農耕民の集落）



『史記』による西南民族の概要②

巂・昆明：雲南西部
→「編髪、隨畜遷徙、毋長処、毋君長」
牧畜民族？

徙・筰都・冉蟯・白馬：四川南部・西南部
→「皆類也。」





王荘蹻（そうきょう）伝説

「楚の威王の時、将軍莊蹻が滇に遠征し、これを
平定したが、秦が巴・黔中を攻略して帰路が断
たれたため、その地にとどまって滇王となった」

時期：威王（BC339-328）でなく頃襄王（298－263）
の時（方国瑜説）

「莊蹻の遠征」そのものを否定する見解も多い
『通典』以降の史書はすでに疑う（諸史料間の矛盾）
考古学者：文化に楚文化の影響なし



前漢武帝の西南経略

張騫、大夏（バクトリア）で蜀布・竹杖を見る
→「身毒（インド）経由で蜀の商人から買った」

インド経由で西アジアに通じる道を求める
（当時シルクロードは匈奴に阻まれ不通）

漢の使者はにいたり、王が西に使者を出す

→昆明に阻まれ到達できなかった

南越（今の広州）攻略の別働隊として夜郎から
牂牁江を降るルートを開拓

たびたび現地民族の反抗にあい難航



「王之印」

：終始漢王朝に協力的であったため、漢か
ら王に封建され、金印を賜る

1954-58晋寧石寨山古墓群の発掘
「王金印」の出土

国の中心が池地区にあったことを実証



「王金印」

滇王金印发现记
http://www.ssrb.com.cn/gb/content/2005-
04/06/content_11740.htm
などを参照してください。

http://www.ssrb.com.cn/gb/content/2005-04/06/content_11740.htm
http://www.ssrb.com.cn/gb/content/2005-04/06/content_11740.htm
http://www.ssrb.com.cn/gb/content/2005-04/06/content_11740.htm


参考１：
志賀島出土の「漢委奴国王」印

福岡市博物館の web ページ
http://museum.city.fukuoka.jp/index.html
などを参照してください。

http://museum.city.fukuoka.jp/index.html
http://museum.city.fukuoka.jp/index.html


石寨山



石寨山（遺跡を保護する壁と門）



王金印の出土地点付近



石寨山の地形

张增祺『晋寧石寨山』（雲南美術出版社、1998）
などを参照してください。



石寨山遺跡（墓群）の立地

池に面した小高い丘の裏
（東南側の日当りのよい斜面）

その西の耕地は堤防に守られているが
０メートル地帯 （本来雨季には冠水）
→「天然の水田耕作」？

雲南地方＝かつては稲作の起源地とされていた
→早期に稲作の発展



銅鼓（石寨山型）



銅鼓の紋様



銅鼓の紋様

（雲南省博物館の展示より）



銅鼓型貯貝器（模型）

（昆明市博物館の展示より）



石寨山遺跡を作ったのは誰か？

「人」の実態？

→石寨山遺跡には文字の書かれたものが
（金印以外）存在しない

→確定は困難だが
文献と考古遺物の両面からさまざまな学説

（古代民族の分類にどう位置づけるか？）



文献から見た「滇人」① 氐羌説

王の名「嘗羌」
↓↑

『史記』西羌伝中の羌王の名「零」「吾」

（当て字が一致することにどれだけ意味があるか？）

西南夷列伝「皆類也」
現在分布する彝族は羌系の子孫

（「皆氐類也」の四字は「」を修飾しているか？）



文献から見た「人」② 僰説

『史記』貨殖列伝「僰、僰僮」
（『漢書』作「僰僮」）

（「僰」＝「の僰人」と読めるか？「・僰」では？）

王莽の時反乱鎮圧後、「勝休県」 →「勝僰県」
（蒙自・建水一帯＝雲南東南部）

（時代がズレる→後に移住してきたのでは？）



文献から見た「人」③ 濮説

『華陽国志』南中志に「濮」という表現
（「僰」と同じで単なる並列の可能性）

甲骨文の「僕」字＝手に盤をもち「尾をはやした」
＝伝説中の濮人と類似

（「僕」＝奴僕 と「濮」にどういう関係が？）

人「椎髻」＝楚人の習俗→濮人と関係が深い
（「椎髻」している南方民族はだけではない）



考古史料から見た「人」

北方説：金銀器の豊富さ

動物（猛獣）紋（スキタイ文化の特徴）

百越説：銅鼓等の文様（船・羽人紋）

→南越との共通性

高床＝タイ系民族の住居



石寨山出土の装飾品

（昆明市博物館の展示より）



石寨山出土の装飾品

その他、金銀器・動物紋飾などは
张增祺『晋寧石寨山』（雲南美術出版社，1998）
などを参照してください。

雲南省博物館のWEB サイト
http://www.ynbwg.cn/xiugai/q.htm
にも図版があります。

http://www.ynbwg.cn/xiugai/q.htm
http://www.ynbwg.cn/xiugai/q.htm


考古史料から見た「人」

現在の中国考古学では「百越説」が通説になり
つつある

※ただし文化遺物（銅鼓・貯貝器）の図像上の人
物表現には多数の「人種」「民族」を含む



「文化」

他に江川李家山遺跡などが著名
雲南中部～東南部一帯に分布

文化の特徴である「石寨山式銅鼓」

北ヴェトナムのドンソン文化との共通性

（銅鼓の分布は東インドネシアにまで広がる）

→銅鼓の起源問題（中国南方説／東南アジア説）



郡県の設置と漢人の流入

武帝時代：益州郡設置

＝かつての国（池東南部）が郡治

国はいつ滅びたか？
金印が墓から出土→武帝期の直後？

雲南民族の「漢化」
池地域の墓葬、紀元前後より完全に漢式墓
（梁堆）にかわる





漢朝の雲南西部への進出

前漢時期：「昆明」に阻まれ進入できず

後漢明帝期：永昌郡設置（AD69）
→中原王朝勢力の雲南西部への進出

『後漢書』西南夷伝の哀牢沙壹伝説：
龍の感生説話→タイ系民族の起源？





西南開発の目的

前漢後半期～後漢：漢人移民の増加

→雲南東北部（爲郡，晋の朱提郡）は
当時西南の先進地域

対外交易路（蜀身毒道・夜郎道）

→鉱産資源（銅・錫）目当て

（四川地方の後背地としての犍爲郡南部の開発）

当時の四川－雲南メインルートは爲郡経由
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